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論文の内容の要旨 
（目的） 
老人保健施設（老健）では人的資源の不足等により、高齢者の身体面、精神面や活動性の維持、向上
に繋げる援助が十分行えず、看護や介護、リハにおいて問題となっている。しかも施設入所者に抑うつ
症状が多いとの報告はあるものの、施設サービスの質と抑うつとの関連性を検討した報告は少ない。 
また我が国における脳卒中患者は、123.5 万人におよぶ。脳卒中の後遺症の中でうつ病は、脳卒中後う
つ病（以下、Post-stroke depression： PSD）として、ADLや QOLへの悪影響が問題視されている。
PSD にみられる抑うつは前頭葉機能との関連性があるとされているが、前頭葉を賦活する認知リハが
PSDの気分にどのように影響するかは明らかではない。 
そこで研究-1は、老健における入所者の施設サービス満足度とリハに対する顧客満足度の関連を把握
し、さらに、それらと抑うつに関連性があるのか検討を行うことを目的とした。研究-2は、 PSDの老
健入所者に対して前頭葉に働きかける認知リハを実施し、どのような効果があるか検討することを目的
とした。 
（対象と方法） 
 研究-1 の対象は、茨城県にある老健１9 施設に入所している入所者 100 名及び担当リハ職員である。
平成 23年 3月 10日～平成 23年 11月 20日に横断研究を行った。調査内容は、入所者に対しては、施
設サービス満足度、リハに対する顧客満足度、現状のリハ状況やそれに対する満足度、入所目的や退所
目標、抑うつに対する評価として GDSである。入所者の担当リハ職員へは、入所者の年齢、性別等の基
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本属性や社会的背景、疾病、服薬状況、リハの現状、ADL等について調査した。 
研究-2の対象は、茨城県内の老健に入所中の PSD状態にある入所者 9名である。対象基準は、脳血管
障害の既往がある者、DSM-Ⅳの気分障害のカテゴリーの項目にある症状に 2つ以上該当する者、GDS5点
以上のうつ傾向にある者、SDS40点以上 59点以下の軽度うつの者とした。介入として、通常、老健で行
われているリハに加えて、認知課題である、数唱、逆唱、ストループテスト、仮名ひろいテスト、減算
課題の認知リハを週 3 回、20 分間、3 カ月間実施した。調査内容は、年齢、性別等の基本属性、疾患、
現状のリハ、ADL 状況のほかに、認知機能評価として、HDS-R・MMSE・FAB・TMT part-A、B、抑うつに
関する評価として、GDS・SDS・JSS-D を用いた。また、ADL の評価は BI、生活の質の評価は、SF8 にて
行った。その他、施設サービス満足度、リハに対する顧客満足度の調査を行った。 
（結果） 
 研究-1 の結果、施設サービス満足度は、うつ得点と有意に関連していた。その他、「リハに対する顧
客満足度」、「支援相談員数」が有意な関連が認められた。また、リハに対する顧客満足度もうつ得点と
有意に関連していた。「リハ時間への満足感」、「訓練環境への満足感」、「排泄動作訓練」、「入浴動作訓
練」が有意な関連が認められた。入所者の 80.0％が抑うつであり、抑うつにある対象者の 43.8％が脳
卒中後の入所者であることが明らかとなった。 
研究-2の結果、認知リハを実施した結果、前頭葉機能の評価尺度である FABやうつ病尺度 GDS、SDS、
JSS-Dにおいて、有意な改善が認められた。また、リハに対する顧客満足度や SF-8の下位項目も得点が
向上した。 
（考察） 
研究-1の結果は、施設サービス満足度とリハに対する顧客満足度は関連しており、さらに、それらサ
ービス満足度と抑うつとの関連が示された。このことから、施設サービス満足度向上の為には、抑うつ
に対する働きかけが重要だと考えられる。 
研究-2の結果は、PSD状態にある入所者に対して、認知リハを実施した結果、前頭葉機能評価の指標
である FAB得点や抑うつ得点の有意な改善が認められた。また、リハに対する顧客満足度総合得点、QOL
の全体的健康感、社会生活機能が向上した。これらの結果から、本研究の認知リハは、前頭葉機能に働
きかけ、前頭葉と関連が深い「抑うつ」の改善効果が得られたと考えられる。また、それにより、リハ
に対する顧客満足度及びに QOLへ効果が繋がったと考える。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 本研究は、これまで明らかでなかった老健入所者の施設サービス満足度とリハに対する顧客満足、抑
うつとの関連を明らかにした。本研究は老健施設入所者の満足度を上げるための貴重な資料となりうる。
また対象者数が少ないことや対照群を設定していないなどの課題はあるものの、PSD に対する認知リハ
が認知機能や抑うつ、顧客満足度、QOL 改善に繋がる可能性を示した。本研究成果は老健現場への実践
的な貢献も大きい。 
  
平成 27年 1月 21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
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よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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